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▲慣れない手つきで稲を束ねる参加者

▶
深
澤
院
長（
中
央
）に
車
い
す
を
手
渡
す

　

渡
部
分
会
長（
右
か
ら
二
番
目
）

奥
出
雲
病
院
に

車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲嵐谷会長（左）と安川圭一副会長（右）

▲協力してはで干し作業をする社員たち

▲刈り穂式で稲を刈る赤塚社長

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の
看
板
商
品
に
仁
多
米
を
使
用

「むふふオータム2014」開催中！

　

地
域
の
道
路
、
河
川
な
ど
に
お
け
る

愛
護
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
に
対
し
贈
ら
れ
る
「
み
ん
な
で
守
り

育
て
る
し
ま
ね
の
道
と
川
の
愛
護
活

動
」
県
知
事
表
彰
を
、
み
ど
り
会
グ

ル
ー
プ
（
嵐
谷
勝
義
会
長
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

み
ど
り
会
グ
ル
ー
プ
は
、
鳥
上
地
区

の
自
治
会
長
Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
長
年
に
渡
り
鳥
上
小
学
校
付
近

の
斐
伊
川
河
川
敷
の
草
刈
り
や
清
掃
美

化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鳥
上
小
学
校
の
自
然
環
境
学
習
の

　

第
一
生
命
保
険
労
働
組
合
雲
南
分
会

か
ら
奥
出
雲
病
院
に
車
い
す
一
台
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
、
同
組
合
の
渡
部
栄

子
分
会
長
が
病
院
を
訪
れ
、
「
奥
出
雲

町
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
少
し
で
も
な
れ

ば
」
と
深
澤
院
長
に
車
い
す
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
正
面
玄
関

に
設
置
し
、
訪
れ
る
方
に
自
由
に
使
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
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　「むふふオータム」とは、地域資源を活か
した体験プログラムで観光客をおもてなしす
るイベントで、「地域の魅力をもっとたくさ
んの人に知ってもらいたい」という思いから
「おくいずも女子旅つくる！委員会」が企
画。まちの人たちが練りに練った、思わず
「むふふ」と笑顔になるような楽しい２５の
プログラムを、奥出雲エリア（奥出雲町、雲
南市、飯南町）で体験できます。
　開催期間は、９月２７日から１１月３０日
まで。詳しくは、冊子またはホームページを
ご覧ください。

　奥出雲町マスコットキャラクター「すさの
おくん、いなたひめちゃん」のイラストが完
成しました。「すさのおくん」５種類、「い
なたひめちゃん」5種類、「ペア」５種類で
す。
　申請後、印刷物等へご利用可能ですので、
詳しくは「奥出雲町観光文化協会」（電話
5 4 - 2 2 6 0）までお問い合わせください。

おくいずもの秋を楽しむ２５の体験プログラム
「むふふオータム2014」開催中！

場
と
し
て
通
路
の
草
刈
り
や
整
地
な
ど

安
全
な
環
境
づ
く
り
に
も
貢
献
。
こ
れ

ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

み
ど
り
会
グ
ル
ー
プ
「
道
と
川
の
愛
護
活
動
」で
県
知
事
表
彰

すさのおくん
いなたひめちゃんイラスト完成！イラスト完成！

すさのおくん

すさのおくんと
いなたひめちゃん

いなたひめちゃん

　

三
重
県
に
本
社
を
構
え
る（
株
）柿
安

本
店
が
、仁
多
米
を
使
用
し
た
牛
飯
弁

当
を
全
国
約
八
十
三
店
舗
で
販
売
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
株
）柿
安
本
店
は
、明
治
四
年
に
三

重
県
桑
名
に
牛
鍋
屋
と
し
て
創
業
し
た

牛
肉
料
理
の
老
舗
。最
高
級
な
食
材
を

使
用
し
た
料
亭
や
惣
菜
、和
菓
子
販
売

な
ど
を
手
掛
け
る
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
で

す
。

　

ま
た
、仁
多
米
が
使
用
さ
れ
る
牛
飯
弁

当
は
、全
国
の
有
名
百
貨
店
で
販
売
さ
れ

て
い
る
看
板
商
品
。「
西
の
横
綱
」「
冷
め

て
も
お
い
し
い
」と
仁
多
米
が
評
判
と
な

り
、柿
安
ブ
ラ
ン
ド
の一
品
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

九
月
十
九
日
、（
株
）柿
安
本
店
の
赤

塚
保
正
社
長
が
、契
約
栽
培
を
し
て
い
る

大
馬
木
の
ほ
場
を
訪
れ
、刈
り
穂
式
と
収

穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
塚
社
長
は
、春
に
自
ら
田
植
え
を
し

た
稲
の
成
長
に
感
激
。栽
培
管
理
を
し
た

吉
川
忠
良
さ
ん
や
農
家
の
方
か
ら
今
年

の
作
柄
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、コ
ン
バ
イ
ン
を
操
作
し
て
稲
刈
り
作
業

を
行
い
、生
産
者
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

奥
出
雲
仁
多
米（
株
）で
は
、昨
年
か

ら
と（
株
）柿
安
本
店
と
取
引
を
開
始

し
、今
年
は
昨
年
の
五
十
㌧
か
ら
百
八

十
㌧
に
取
引
量
が
増
加
す
る
予
定
。今

 

上
阿
井
の
「
一
味
同
心
塾
」
で
九
月

二
十
七
日
、
春
の
田
植
え
に
続
き
稲
刈

り
体
験
が
行
わ
れ
、
米
づ
く
り
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
や
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
の
学
生
な
ど
約
八
十
人
が

収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
さ
約
三
十
㌃
の
田
で
、
黄
金
色
に

色
づ
い
た
無
農
薬
栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
、
手
刈
り
と
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
取

り
。

 

参
加
者
の
多
く
が
手
刈
り
作
業
は
初

体
験
の
た
め
、
米
づ
く
り
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

　

横
田
高
校
二
年
生
が
社
員
と
な
っ
て

運
営
す
る
「
だ
ん
だ
ん
カ
ン
パ

ニ
ー
」
。
今
年
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ

ム
の
加
工
販
売
に
加
え
て
、
仁
多
米
も

販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
二
日
、
高
校
近
く
の
ほ
場

で
、
社
員
が
稲
の
は
で
干
し
作
業
を
行

い
、
慣
れ
な
い
作
業
に
汗
を
流
し
、
農

作
業
の
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
た
様
子
で

し
た
。

　

社
員
は
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
日

間
、
東
京
の
「
日
本
橋
し
ま
ね
館
」

「
有
楽
町
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
で
、
販
売

に
挑
戦
し
ま
す
。
「
仁
多
米
の
美
味
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
売
り
込
み
た
い
」

と
販
売
に
向
け
て
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
段
十
八
間
間
の
巨
大
な
ハ

デ
が
組
み
上
げ
ら
れ
、
刈
り
取
っ
た
稲

束
を
協
力
し
な
が
ら
ハ
デ
に
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
「
久
し
ぶ
り
に
稲

刈
り
を
し
て
、
子
ど
も
の
頃
に
手
伝
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
楽
し
く
作

業
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は

澄
み
渡
っ
た
秋
空
の
下
で
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

後
さ
ら
に
仁
多
米
が
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

だんだんカンパニー  仁多米販売に挑戦だんだんカンパニー  仁多米販売に挑戦

け
ん 

ま

収
穫
の
秋
！
　
一
味
同
心
塾
で
稲
刈
り
体
験

る
び


